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ア テ ヤ ン マ の 幼蟲の 記載 と其生 態

　　　木 下 周 太 ・ノト尾 充 雄 ・ 洞 澤 　　勇

Descriptive　 and 　Oecological　Notes　on 　 the　Larva （，f
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　幼蟲の記 載は木
’
F ・洞羅の手に 成 り、幼蟲の 生態は 小尾力

て

主 と して槻察 した

も の である 。
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嗜黄褐色に灰黒の斑紋を散在す る か 乃至は 至醴
一
樣に黒褐であ

ゐ 。 淡色の 個體で は腹部背線及側線位に濃色の縱帶 が走 り、皿兩 帶の間は黄

・褐 色で染め られ顯著な 色彩を現はす。
・但 し是等の縱 帶は 腹端の數節では不明

．瞭であ るか或は淌失する。 又黒謁色の個體で は此縱帶は甚だ不明であ る ．

　頭　部　　前方に 向 つ て扇II犬に巌がり ・ 後 角鈍 く突出 し 、 後縁は淺 く孤状

1に刳 られ て居 る 。 側縁には眼 と後角 とに亙 る鈍い隆條があつ て 之よ り外側は

載斬 されて 居る。 眼 は黒褐色 、 後内角は互に 約 2 粍 扣隔たる 。 觸角の 各節の
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長 さσ）上匕畳よ　7 ：le ； 11：10 ：11 ：13 ：19．　第一餅鈍よ短太 1 　第二f乖1ま≧太レ、 カ：艮 く｝

夫 々 の長 さ と幅の比は 7 ：11，10 ：7・他の諸節は刺毛状 。

　 口　器 　 假面 （下唇腮部）は 中脚基籠の 後端まで逮 し 、 略中央か ら前方

は弧1伏に外方に 鑽張 し、惟！1亅縁には 鋭棘 を列生す る。 前 縁は縁毛に装はれ 、 其

呻央に淺い 缺刻があるが其内孚は閉ぢて 層 る a 側葉は末端圓 く後方に屈 fthし

鋭鈎 に終 り、其 内縁は鋸歯に縁取 られ るが 、 各揃端は丸い
。 動鈎は内面の基

‘1≧に短輌毛 の少數 を生 じて居 る。 動鈎 と側 葉外縁の長 さの比は IS ： 14．大顎

r 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は繭熱 二 5 齒を具へ ・其内前端の 1

插鬪 1・ ア ヲ ヤ ン マ 幼轟（× 1・5）o

蜀 は最長で ある 。 同後葉に は幅廣い
・．

2 大 齒があり、 其一つ には基部 に近

く 1 小齒を附屬す る o 小 顎は 内葉 に

長い 8 鋭 齒を生 じて居 る 。

　1恟　部　　fiii胸背面には各前外 魚

に 1 小棘がある 。 此基部か らは後内

方に 向ふ 1彎 曲隆條があつ て 後縁に

達 して 居る 。 前胸 側面の下方 ．印 ち

前脚基節の直上位には 、 前方に 2 小

突起があ るが、其外方の ものは纈著
’

で ある。

’
叉側面に も鈍い 小突起 があ．

る。 翅芽は第四腹節の後孚迄伸長 す

る 。 後脚の腿 節は第三腹笛を少し く

超える 。

　腹 部 　側棘は第 6−9節に 存夛るが s 第 6 節の ものは甚だ微小．爾餘の
・
’

棘 は後方の ものほ ど幾分大 ぎくなる 。，雌の産卵管は第 9節の全長に亙 り．侮

ほ 第 10 箭の前蔀に仲出ナる 。

　肛 附 屬 器 　 上附屬物 は末端鈍い 截噺型 、 兩後角は少 しく突出す る

’
、 下

附屬物は上 附屬物 と殆 ん ど同長 （3・5 粍ン、 側附屬物 （2 粍）は 前爾者の牛是

を少 しく超 へ る 。
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一

插圖 2・ A・ア ヲ ヤ Y マ 幼畿 （× 1・5）。
筑 上 唇 （xlD ）。　 C・小顎 （x1 の 。

　　　 D ，産 卵 管 （× 8）。 　　　 F ・上 附tov物末端 （x 匸9）。

　　　 F・大 顎 （x 　1’3）。 　 G ・觸 角 （× 19）oH ・假面 （xS ）。
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2， 生 　態

　棲 息 揚所 　　未だ廣 く探集を して お らない が束京近郊の 2個 所で ア ヲ ヤ

ン マ の幼蟲を得ナニ
。 そ して 批兩個所 とも環氈は よ く似て 居ナニ

。 其の
一

つ は肝

下野方i町にある幅 S尺長 さ 5 聞．深 さ 1 尺許 りの水溜 りで （插圖 3）周邊は．

ヨ シ 其他の禾本科植物等が繁茂 して居て 、溝底は軟か い 泥が深い 。 此 水溜は

主 と して周圍の 濕潤地か ら集成 され ．流れ 口 も排け 口 もない 停滯しナこ水を湛

え て 居て 1其の水は常に 濁 つ て居る。 他の 1 個 所は王子町の池で あるが ・ 其

附近一帶は底地で 、 池は 周囮凡 そ 2 町 位はあ らう。 岸は矢張 リヨ シ其他 の 水

草に 線取 られ 、 此部 分の 水 は ．1 丿く許の深 さである。
そ して 水 は雨水及湧出

水の溜つ ナこ もので あ るが汚 水で はな く 、

ZF常は稍澄んで居 る。 私 は 斯 うしナニ

揚所 の周豫の水草か ら繭記 の幼蟲を捕 ヘ ナこ。 ．同 じ1時…季に野方1町の灌漑用の小

　　　　　　　　　 插圖 こ1・ア ヲ ヤ ン マ 幼 蟲の 棲息湯所 。

川 ． 玉川流域及練馬町の 小川を漁 つ ナこが、他 の蜻蛉の 幼蟲は多9i！に得 られ k

が ア ヲ ヤ ン マ の幼蟲は逾 に コ頭 も探集 されなか つ t二。 此 の結果から見 る と此

蜻蛉の幼蟲は停滞 して有 機質に富んだ 水中に棲怠す る
’
もの で あつ て 流水若 く

感構澄な水中には産せ ぬ ので はなか らうか と思はれ る 。
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採 集　　野方町の 水溜か らは木年五 月十一
日に 12 頭・六 月二 十 i［1日に

1 頭を得九 、 何れ も老熟に近 く、 體長 36峡 5 粍 、

『
頭 i隔 7−9 粍 其 内で も體長

tlO 耗以上 、 頭幅 9 粍以上 の もの が大部分を占め て 居ナも 次で 八 月 初旬に 同所

に探集を試みt： が此際は 1 頭 も得 られ なか つ ナも 此事は王 子町の採集の模：儀

と後記の 矧 ヒ記録 とに 照合す る と ア ラ ヤ ン マ の羽 iヒ期は飢に終 つ て 居ナこ事を

示 すので はなか らうか と思は れ る 。

　次 に王 子町 の池は八 月二十三 日 に 漁つ ナこの であ るが、穫 ら れ た 幼蟲は 12

螂 何 れ も甚だ小 さ く、 體ft・ll−19・XE、 頭幅 3・面 粍で 、 明か 1二本年の1子で

ある こ とを示 しテ： a

　朋 　化 　　飼育幼蟲 の中 8 頭が朋化を了 し＃ 。
そ して 羽 fヒは總て 早朝 に行

は れ たので ある。 本 年に 於ける 胴 化 の 記録は 吹 表の 通 りで ある 。
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　世 代　．野 加 「亅
’
で得た幼蝨 と王 f’　［11rで探つ た 幼蟲 との 大 さに ｛よ格段の差

があっ て 、 中闘の 大 さの もの は 一つ も見出 されな・か つ ナこ。 此か ら推測 する・と、

後者は 明年六 ．七 月頃まで に 十分に成育 して 羽化するの ではな か ちうか 、 さ

すれば即ち ア ヲ ヤ ン e は年 1 世代で あろ う。

　習　性　　飼育 しナこ少數の 個艦を槻察 しナこだけで 未だ突 きつ めて ない 。

一

般登攀幼蟲の褂1生と特に變 つ た點は見出 されなか つ た 。 本幼墨は他 物に つ か

まっ て 居る ときは常に 頭を上に して居 る。 手其他の 物を近づ ！jrる と 、 楯に取

る様に枝椏を綾つ て隱れ、爾之 を追ふ て行 くと逾に は尾端か ら噴水 して 水中

を逃避する。 幼蟲 を捕 へ ゐ と擬死 して 越11寺は脚を縮め て舟形に反 りか へ り，

或峙は脚を縮めた まま體を下 1ナるが 、 此姿態 は發育中の 11寺朋に よ っ て 差があ

るの で は なかろ うか e 例 へ ば ．　L・形の幼蟲及羽 1ヒ前の ものは多 く後 の姿態を

とる榛 であ る。 飼 育中は ユ リ ミ i ズ ー種 と t ヂ ン コ
ー
種を輿 ヘ ナこが之 で よ く

成育 しt 。 此幼蟲は體色が濃褐であるのみ ならす 、 厘…永藻の類を托 生 して 居

るか ら． 之 に よつ て 外敵娩 れ 磁 會 も多か ろ うと騨 れる ・ 伺ほ詳細な觀

察は後 日に期 した い，
e
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